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済生会学会
ＣＯ Ｉ 開示

発表者名：◎森本 英奈 佐伯 悠

演題発表内容に関連し、発表者全員について開示
すべきCO I 関係にある企業などはありません。



施設紹介

老人保健施設にぎたつ苑

所在地 愛媛県松山市山西町
開設 平成４年５月
併設 済生会松山病院
定員 ８０床（３フロア、ショート15床含む）

■通所/訪問リハビリテーション
■訪問介護事業所
■居宅介護支援事業所
■通所介護事業所（ごごしま）

★Ｈ30.5月より「超強化型施設」



はじめに(現状)

 様々な身体介助を行う中で、御利用者・職員
の身体への負担が大きい（要介護3以上が75％）

 腰痛を抱えている職員が多い（腰痛あり45％）

 介助を受けるたびに緊張されている御利用者
様がいる（筋緊張亢進→拘縮）



実施に至る経緯

負担のない介護を目指し、研修会
等に参加し、福祉機器導入を検討
していた。

令和元年６月

「愛媛県ノーリフティング普及啓発
モデル事業」対象施設となり、約半
年間（7～2月）取り組んだ経過を報
告します。



腰痛に関するアンケート(職員)を実施し
状況把握を行い改善を目指す

介護を受ける側と介護する側双方の負
担軽減(腰痛・筋緊張等)と介護の質の向
上を目指す

移乗ボード、シート、リフトを各階に
導入

目標



方法①（アンケート、研修会）
アンケート(職員)

①現在の腰痛の状態

②福祉用具・機器使用することによる職員・御
利用者の変化

③福祉用具・機器を導入による身体の変化

④業務の前・中・後等に体操・ストレッチをし
ているか等のアンケートを実施

「抱えない介護チーム」設立

研修会
実施前研修会の様子



方法② 用具・機器の導入

ターンテーブル
各階１台 (２万４千円)

フレックスボード
各階１台(５万８千円)

イージーグライド
各階2台(２万３千円)

移座えもんシート
各階Ｓ・Ｍ

床走行式リフト
各階１台(２０～３０万/台)

脚分離型シート
各階Ｓ・Ｍ(各階１枚ずつ)



経過①（定期的な研修会と練習）

研修会の様子
（フレックスボード）

練習の様子
（リフト）

実際に使用している様子
（ターンテーブル）



経過②（体操・ストレッチ）

業務前や業務の間で腰痛予防体操を実施

「これだけ体操」東京大学 東大病院



結果①（アンケート）
 導入前と比較して現在の状況(腰痛)について？

 福祉用具機器を導入したことによって、身体的負担は軽減したか？
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結果①（アンケート）
 職員や御利用者に変化はありましたか？
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①腰痛や肩こりが起きにくくなった

②大きな力を出さなくても介助が出来る様になった

③介護事故が起りにくくなった

④気持ちに余裕を持って介助ができるようになった

⑤どの職員が介助をしても、同じ質の介助ができるようになった

⑧腰痛によって休職や転職、退職を考えたりしなくなった

⑨高齢になっても、今の仕事を続ける事が出来ると思う

⑥利用者が安全な移動、移乗ができるようになった

⑩その他

⑦個々に合った用具を使い細かい介助が行える



結果②（御利用者の声）
 車椅子への移乗(イージーグライド使用)

→ご自分の少しの動きと介助で「上手に滑って楽

に車椅子に乗れたよ。」

 トイレへの移乗(ターンテーブル使用)

→足の踏みかえの難しい御利用者

「まだ、少し怖いけど簡単に回ったね。楽にでき

た」

 車椅子への移乗(リフト使用)

→発語の難しい方であるが、いつも移乗時筋緊張

が激しく移乗が難しい方は筋緊張がなく楽に車

椅子へ移乗ができた。



まとめ
 アンケート→双方の身体的負担の軽減を図ることができた。

 移乗ボード、シート、リフトなどを各階に導入→これまで複
数で介助していたが、（他職員の所在や時間に関係なく）一
人で介助する事が可能となった

 御利用者の身体機能に即した介護技術や適した道具・機器を
使用した介護を提供→御利用者のペースで介助ができるよう
になった

 介護を受ける側と介護する側双方の負担軽減(腰痛・筋緊張
等)と介護の質の向上を目指す→福祉用具・機器を導入する
ことで、双方の身体的負担の軽減に繋がり、介護の質の向上
に繋がったと思われる。



ご清聴ありがとうございました

マスコットキャラクター：にぎたつこ

伊予弁


